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                      日 時：令和６年６月２１日（金）１４：３０～１６:５０ 

                      会 場：根白石市民センター 

１ 参加者 

所    属 人 数 所    属 人 数 

泉区内市立学校 

（内嘱託社会教育主事） 

４３ 

（８） 

学校支援地域本部スーパーバイザー等 ２２ 

学校運営協議会委員 １２ 

泉区内県立学校 ２ 放課後子ども教室 １ 

泉区内私立学校 ２ 子ども会育成会 ４ 

泉区関係部署 ２ 泉区内 地区市民センター １４ 

泉区保健福祉センター家庭健康課 ９ 市民センター企画員 １ 

教育局関係部署 ５  計 １１７ 

  

２ 内容 

（１）開会行事 (１４:３０～)  

  ①あいさつ 仙台市嘱託社会教育主事研究協議会副会長 

        泉区まちづくり推進部泉区中央市民センターセンター長 

  ②本日の流れについて 泉区まちづくり推進部泉区中央市民センター 

 

（２）研修（１４：５０～１６：４５） 

  グループ研修Ａ 実践発表 

  グループ研修Ｂ 中学校区ごとにグループワーク 

全体研修２ 地域学校協働活動推進について 

地域連携担当教員の役割 

 

（３）閉会行事（～１６：４５） 

  ①あいさつ 仙台市嘱託社会教育主事研究協議会泉区部会部長 

  ②諸連絡 ＊事務局 
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～アンケート結果～ 

 

Q「子どもたちが過ごしやすい地域づくり」を目指すために今後話し合いたいテーマはありますか。 

・保護者・児童（生徒）・地域の三者が結びつくためには。 

・SV さんと学校職員のスムーズな連携について。 

・子どもと地域をつなぐ行事。 

・地域団体との連携の成功例、失敗例。 

Q本研修の持ち方や内容について感想，意見があればお答えください。 

・学校、社会教育主事、学校支援地域本部、さらには学校運営協議会の皆様が地域の情報を共有し、それぞれの活動を  

 紹介しあうことは、とても貴重だと思いました。時間的に難しいかもしれませんが、さらにもう一つ地域の取り組み 

 を聞くことができればさらによかったと思います。 

・中学校区はいつも集まるメンバーでもあるので、家庭健康課さんが入ったことで視点が新しくなり話が弾みました。 

・興味のある活動を選んで、短時間、少人数だからこそ質問などもしやすい雰囲気でこれからも続けていただきたいな 

 と思いました。 

・名刺交換をするなど、参加の皆さんでつながって、今後連携していくためのきっかけの時間であることなどを、当日 

 もアナウンスできると、さらに参加者は意識して行動できるかと思いました。 

（記述欄に関しましては，スペースの関係上一部を抜粋させていただいております。） 

ア：とて

も感じ

た, 19

イ：やや

感じた, 

18

ウ：あまり

感じなかっ

た, 0

エ：全く感

じなかっ

た, 0

グループ研修Aは，有意義な内容だった

と感じましたか。

ア：理解

できた, 

17
イ：やや

理解でき

た, 18

ウ：あまり理解で

きなかった, 2

エ：全く理解できなかった, 0

地域連携担当教員の役割について

理解できましたか。

ア：とて

も感じ

た, 23

イ：やや

感じた, 

14
ウ：あまり

感じな

かった, 0

エ：全く感

じなかっ

た, 0

グループ研修Bは，有意義な話合いに

なったと感じましたか。

ア：理解

できた, 

18

イ：やや

理解でき

た, 18

ウ：あまり理解で

きなかった, 1

エ：全く理解できなかった, 0

地域学校協働活動について理解できま

したか。


